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JAXA 知的財産の利用の手引き－ 

2016.1.18 版 

新事業促進部 新事業課 

 

１． はじめに 

 JAXA が保有する技術や著作物等に関する知的財産は、特に制限のあるものを除き、

知的財産実施許諾契約を締結することで、ご活用いただくことができます。 

 

２． 対象とする知的財産 

（１） 特許権 

（２） 実用新案権 

（３） 意匠権 

（４） 著作権（プログラム、データベース含む） 

（５） 回路配置利用権 

（６） 育成者権 

（７） 特許権、実用新案権、意匠権、回路配置利用権及び、育成者権を受ける権

利、設定登録を受ける権利又は品種登録を受ける地位。また、外国における

前記各種権利に相当する権利。 

（８） 営業秘密その他の事業活動に有用な営業上又は技術上の情報のうち、技

術資料及びその解釈・実施に係る技術知識（以下「技術情報」という。） 

 

３． 対象者 

 各法令において権利者の許諾等が必要な行為あるいは技術情報の使用（以下、「実

施」という。）を希望する企業、団体あるいは機関等（以下、「申請者」という。）。 

ただし、JAXA 事業のために、JAXA との契約等により実施する場合を除きます。 

 

４． 実施料の額 

別記３に定める算定式により、実施料を納付いただきます。 
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５． 手続きの主な流れ 

① 申請書の提出 
   実施を希望する知的財産および計画等を記載した申請

書（別記１）を新事業促進部新事業課宛にご提出いただ
きます。 

(担当：新事業促進部新事業課) 

② 実施許諾内容に関する調整 
 以下の事項につき、申請者と JAXA（新事業促進部・
担当部署）間で実施態様に応じて調整させていただき
ます。 

・ 対象技術の内容、提供方法等 
・ 実施権の内容（実施の態様、独占／非独占(*)） 
・ 実施料の徴収方式（別記２） 
・ 実施料または料率（別記３） 

(*)知的財産の活用を促進するために合理的と認められ
る場合には、独占的又は一部独占的な実施許諾を行
います。 

（担当：新事業促進部新事業課/担当部署） 

③ 知的財産実施許諾契約書の締結 
 上記②で調整した内容につきまして、申請者と JAXA
間で「知的財産実施許諾契約書」を締結します。 

（担当：契約部 東京契約課） 

 

 

 

④ 実施報告書の提出 
  実施期間終了後（実施期間が複数年度にわたる場
合は、毎年度末）に、販売実績等について報告書をご
提出いただきます。 

（担当：担当：新事業促進部新事業課/契約部東京契

約課） 

⑤ 実施料支払い 
上記④の報告書に基づき JAXA から発行する請求

書に応じて、実施料をお支払いいただきます。 

（担当：財務部） 

 

６． その他 

実施許諾の対象となっている商品及びその宣伝広告に右の 

JAXA COSMODE ロゴマークをお使いいただくことができます。 

詳細はお問合せください。

① 申請書の提出 

② 実施許諾内容の調整 

③ 知的財産実施許諾契約書
の締結 

④ 実施報告書の提出 

⑤ 実施料の支払い 
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別記１ 

知的財産（許諾／譲渡）申請書 

平成  年  月  日 

 

 

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 

 新事業促進部長 殿 

 

 

 

 

（住 所） 

（会社名） 

（代表者）            印  

 

                                

 

 

当社において、「            」に関する知的財産について別紙理由により、（許

諾／譲渡）をお願いしたく下記の関係書類を添えて申込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

1. 計画書    1 部 

2. 商業登記事項証明書（登記簿抄本）  1 部 

3. 会社案内     1 部 

4. 計算書類（貸借対照表及び損益計算書）及び事業報告     1 部 
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計画書 

(1)  申 請 者  

(2)  連 絡 先 【住所】〒 

【会社 HP】 

【担当者所属】 

【担当者氏名】 

【担当者メールアドレス】 

【担当者 TEL / FAX】 

 
(3)  許 諾 希 望 知 的 財 産 

 

【種別】 □特許            □技術情報 

□プログラム   □プログラム以外の著作物   

□商標（□COSMODE    □宇宙日本食 

 □それ以外の商標（               ） ） 

□商品化許諾 

 □上記以外（                  ） 

【名称、番号等】 

 

(4)  販 売 予 定 国 ・ 地 域  

(5)  用          途 

 

【形態】□研究 □開発 □製造 □販売 □その他（       ） 

【製品等名称】 

【製品等用途】 
 

(6)  許諾対象期間（予定）    年  月  日  ～  年  月  日 

(7)  販 売 計 画 （ 予 定 ） 

 

（注）年度には、希望実施期間の各単年度を記載してください。単価が容量や仕様により異なる

場合、販売単価には平均単価を記載して下さい。 

年  度 

項  目 
＿年度 ＿年度 ＿年度 

販売数量（ 個 ）    

販売単価（千円）     

総販売額（千円）    

(8)  製  造  委  託  先 □有（                  ）□無 
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(9) 当該知的財産の認知事由 

 
 

□オープンラボ（採択年度：        ）         

□上記以外の共同研究（JAXA 担当部署：                ） 

□委託、請負等の契約成果（JAXA 担当部署：              ）

□技術説明会、講演、展示会等（催事名：           ）      

□論文、学会発表等（                             ）

□JAXA 発行技術紹介冊子等（                       ）

□JAXA 公開 HP 

□ISS（きぼう）有償利用（採択年度：      ） 

□宇宙日本食認証（採択年度：      ）      

□その他（                                    ） 
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(10)  事業計画 

1) 事業概要＊知的財産の実施目的（なぜ必要なのかの理由等）も記載してください 

 

2) 開発概要 

① 開発期間（  年  月  日～  年  月  日） 

② 開発内容 

 

3) 製造予定場所  

*下請(知的財産の実施を含むもの)製造先がある場合、下請先も記載してください 

0 社 名 ・ 工 場 名 

① 住  所 

② 電 話 番 号 

 

(11) 予定製品または役務（以下「製品等」） 

1) 製品等品目・名称 

 

2) 製品等用途 

 

3) 製品等概要 

 

4) 知的財産の適用部分 

 

5) 添付書類 

□製品等を説明するための図（任意） 

□COSMODE 商標の場合は見本図(必須) 

□COSMODE 付与対象の根拠となる契約書・認証書等を添付(必須) 

 

(12)  本知的財産を選択した理由（必須） 

＊詳細かつ具体的にご記載ください 

 

 

 

 

 

                                以上 
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別記２ 

対価の徴収方式 

 

対価の徴収方式につきましては、原則、以下の「方式１」を採用しますが、知的財

産の態様に応じて、以下から適切な方式を選択します。 

 

 徴収方式の説明 

【方式１】 

ランニングロイ

ヤリティ方式 

 

 

製品等の販売金額等に応じて契約期間中一定期間毎に徴収する後払

い方式 

 

ランニングロイヤリティを設定する場合に、以下の２つを設定する場合が

あります。 

・イニシャルペイメント 

イニシャルペイメントの金額を契約締結時に徴収し、当該金額を超える

分についてはランニングロイヤリティ方式に準じて徴収します。 

・ミニマムロイヤリティ 

ランニングロイヤリティがミニマムロイヤリティを下回る場合、ミニマムロ

イヤリティに記載の額を徴収します。 

 

【方式２】 

一括払い方式 

 

一括で契約締結時に徴収する方式 
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別記３ 

 

対価算定方式 

 

知的財産の許諾にかかる対価の算定は以下のように行います。 

 

１．知的財産を実施・利用した製品を販売する場合 

（１）対価 

対価は、次の算定式によって算定する。 

対価＝基本額×料率（「知的財産の価値」×「製品への関与度」×「特約条件」） 

（２）基本額 

   基本額は、原則として製品等の販売単価に販売数量を乗じる。 

（３）料率 

   料率は、次の式によって算定する。 

料率＝「知的財産の価値」×「製品等への関与度」×「特約条件」 

ただし、上記計算の結果求められる料率が１％以上のときは、１０分の１の桁

を二捨三入或いは七捨八入し、料率の１０分の１の桁を０か５とする。 

同様に、料率が１％未満のときは、料率の１００分の１の桁を四捨五入する。 

 

Ⅰ 知的財産の価値 

原則、特許権は４％、実用新案権は３％、技術情報は２％、著作権は１０％、

商標は５％、商品化許諾は３．０％、COSMODE 商標は０．１％（但し、宇宙日

本食ロゴと併用する場合は無償、特許権、実用新案権、技術情報及び著作権

の利用等による付与の場合はその料率の高い方とする。）とする。この率によ

りがたいときは機構が別に定める。なお、その知的財産が各法律に規定する

当該権利を受ける権利のときは、７５％を乗じる。 

意匠権、回路配置利用権、育成者権又は宇宙日本食ロゴについては、上記

に準じ、機構が別に定める。 

 

Ⅱ 製品等への関与度 

対象の知的財産がその製品等において占める割合とする。したがって、対

象の知的財産がその製品等の全部であるときは１００％とする。 

ただし、対象の知的財産がその製品等の一部のみに貢献する場合であって

も、当該製品等の主要な機能が発揮されるために当該知的財産が不可欠と機

構が判断した場合には１００％とする。 

なお、製品等への関与度については、申請者と協議の上、５％、１０％、



 9

２５％、５０％、７５％、１００％のいずれか適当な数字を選定するものと

し、この数字によりがたいと機構が判断した場合には、機構が別に定める。 

    

Ⅲ 特約条件 

１００％を基礎とする。ただし、特に考慮すべき事情があると機構が認め

る場合は、個別事情に応じて機構が別に定める。 

 

 

２．知的財産を実施・利用するが、売り上げに直結しない場合 

（１）対価 

対価は、次の算定式によって算定する。 

対価＝「JAXA が技術を生み出すのに要した費用」×料率×特約条件 

 

（２）JAXA が対象技術を生み出すのに要した費用 

当該対象技術を JAXA が生み出すのに要した経費（研究開発費等）の積算と

する。 

 

（３）料率 

料率は、５％とする。この率によりがたいときは機構が別に定める。 

 

（４）特約条件 

１００％を基礎とする。ただし、特に考慮すべき事情があると機構が認め

る場合は、個別事情に応じて機構が別に定める。 

 


